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去
る
十
一
月
九
日
（
土
曜
日
）
、
東
京
ド
ー
ム
ホ 

テ
ル
天
空
に
て
、
「
立
教
小
学
校
同
窓
会
設
立
七
十

周
年
祝
賀
会
」
が
華
々
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
当
日
集
ま
っ
た
の
は
八
百
名
ほ
ど
。
そ
れ
も
ほ
ぼ

男
性
の
み
。
言
わ
ず
も
が
な
で
す
が
、
立
教
小
学
校

は
男
子
校
。
で
す
か
ら
卒
業
生
は
当
然
男
子
の
み
。

旧
・
現
教
職
員
の
女
性
が
十
数
名
参
加
で
し
た
が
、 

男
性
ば
か
り
の
集
団
の
圧
力
！？
に
、
ホ
テ
ル
の
方
々

は
、
さ
ぞ
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

ア
ル
コ
ー
ル
も
提
供
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

二
十
歳
以
上
の
同
窓
生
限
定
の
参
加
。
つ
ま
り
本
校

卒
業
の
六
十
三
回
生
か
ら
一
回
生
ま
で
が
参
加
資
格

あ
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
六
十
三

回
生
は
、
全
員
が
二
十
歳
以
上
。
一
回
生
は
八
十
三

歳
と
な
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

第
一
部
は
、
聖
歌
・
お
祈
り
に
始
ま
り
、
同
窓
会

長
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
、
旧
・
現
教
職
員
紹
介
、
前
同

窓
会
長
に
記
念
品
贈
呈
、
乾
杯
と
続
き
、
懇
談
。 

 

第
二
部
は
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
、
新
校
舎
に

つ
い
て
の
説
明
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
最
多
出
席
回
生

表
彰
、
「
立
教
生
が
歩
む
道
」
斉
唱
、
立
教
大
学
応

援
団
に
よ
る
応
援
披
露
、
お
祈
り
、
実
行
委
員
長
（
二

十
六
回
生
）
に
よ
る
閉
会
の
辞
で
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。 

 

今
回
の
「
つ
ぶ
や
き
」
で
は
、
第
二
部
の
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
開
封
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
。 

 

こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
、
校
舎
の
定
礎
の
中
に
封

入
さ
れ
て
い
た
鉛
で
で
き
た
二
つ
の
箱
の
こ
と
で
す
。

校
舎
を
壊
す
際
に
、
定
礎
の
中
か
ら
取
り
出
さ
れ
た

二
つ
の
箱
を
、
今
回
、
同
窓
生
の
ご
覧
に
な
っ
て
い

る
目
の
前
で
、
「
開
封
の
儀
」
を
行
う
と
い
う
企
画

な
の
で
す
。
開
封
役
は
、
私
と
同
窓
会
長
。 

 

立
教
小
学
校
最
初
の
木
造
校
舎
の
定
礎
式
は
一
九

四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
九
月
二
十
日
、
午
後
一
時

半
。
理
事
・
同
窓
会
員
・
来
賓
な
ど
が
工
事
現
場
に

集
ま
っ
て
定
礎
式
を
挙
行
し
た
こ
と
。
当
時
の
理
事

長
、
松
崎
半
三
郎
氏
に
よ
り
定
礎
の
石
の
中
に
入
れ

ら
れ
た
物
は
、
聖
書
、
第
一
回
生
の
保
護
者
及
び
児

童
名
簿
、
学
院
理
事
名
簿
等
だ
っ
た
こ
と
が
、
『
立

教
小
学
校
十
年
誌
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
の
開
封
し
た
鉛
の
箱
の
中
に
は
、
蓋
つ
き
の
直

方
体
の
缶
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
新
約
聖
書
が

一
冊
。
聖
書
の
中
に
折
り
込
ま
れ
て
入
っ
て
い
た
の

は
、
第
一
回
生
の
保
護
者
及
び
児
童
名
簿
、
学
院
理

事
、
教
職
員
の
名
前
が
墨
字
で
記
さ
れ
た
紙
と
、
ど

う
い
う
訳
か
、
昭
和
十
九
年
の
十
銭
と
昭
和
二
十
二

年
の
五
十
銭
銅
貨
が
二
枚
挟
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
七
月
二
十
九

日
の
毎
日
新
聞
と
同
年
九
月
二
十
日
の
読
売
新
聞
が

折
り
た
た
ま
れ
て
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
直
方
体

の
缶
の
上
に
『
立
教
小
学
校
十
年
誌
』
、
当
時
の
お

祈
り
の
本
、
紙
封
筒
。
封
筒
の
中
に
は
、
「
一
九
六

四
（
昭
和
三
十
九
）
年
十
月
二
十
七
日
午
後
三
時
半
」

と
記
さ
れ
て
い
る
「
新
校
舎
定
礎
式
文
」
、
「
一
九

六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
四
月
一
日
現
在
」
と
書
か

れ
て
い
る
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
名
簿
」
。
昭
和
三
十
九
年

代
の
資
料
以
外
に
は
、
昭
和
二
十
三
年
の
木
造
校
舎

の
鍬
入
れ
式
や
定
礎
式
の
写
真
が
数
枚
入
っ
て
い
ま

し
た
。
紙
封
筒
の
表
に
あ
る
「
木
造
校
舎
部
分
追
加 

昭
和
三
十
九
年
十
月
十
五
日 

立
教
小
学
校
」
と
い

う
墨
字
の
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

同
窓
会
長
の
開
封
し
た
箱
に
は
、
聖
書
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
石
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
新
校
舎
の
設
計
図
や

契
約
書
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
十
月
二
十

七
日
の
毎
日
新
聞
、
教
職
員
の
寄
せ
書
き
、
学
院
の

寄
附
行
為
、
一
九
六
四
年
の
大
東
京
祭
（
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
）
の
河
童
の
バ
ッ
ジ
等
々
、
一
九
六
四
（
昭

和
三
十
九
）
年
の
新
校
舎
定
礎
式
関
係
の
物
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。
思
う
に
、
昭
和
二
十
三
年
の
木
造
校

舎
定
礎
式
で
封
入
し
て
い
た
物
を
昭
和
三
十
九
年
十

月
十
五
日
に
新
校
舎
定
礎
式
関
係
の
物
に
追
加
、
二

つ
の
鉛
の
箱
に
入
れ
、
新
校
舎
定
礎
式
の
十
月
二
十

七
日
に
石
の
中
に
一
緒
に
納
め
、
現
在
に
至
っ
た
よ

う
で
す
。
『
立
教
小
学
校
十
年
誌
』
の
記
述
と
私
が

開
封
し
た
直
方
体
の
箱
の
中
身
が
一
致
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
る
と
、
昭
和
二
十
三
年
の
木
造
校
舎
定
礎

式
に
納
め
ら
れ
て
い
た
物
は
、
蓋
つ
き
の
直
方
体
の

缶
だ
け
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

先
人
の
熱
い
思
い
の
上
に
今
の
学
校
が
あ
る
。
こ

れ
を
肝
に
命
じ
つ
つ
、
我
々
の
新
校
舎
の
定
礎
の
中

に
は
、
「
夢
」
と
さ
て
、
何
を
入
れ
ま
し
ょ
う
か
。 

（
立
教
小
学
校
校
長 

田
代 

正
行
） 


